
知 的障害教育小 ・中学校(学 部)部 会

研究主題

「自閉 症 の障 害 の 特 性 に 応 じた 指 導 内容 ・方 法 の 充 実 」

一 国語 科 にお け る指 導 方 法 の 工 夫 ・改 善 に つ い て 一

研究の概要

知 的障 害 を対 象 とした養護 学校 や 心身 障害 学級 では、 こ こ数年 、 自閉症 の 占め る割 合 が増

え、 自閉症 の教 育の在 り方 が 大 きな課題 とな って いる。 自閉症 の特 性 を考 慮 した環境 設 定 な

どの配慮 が な され て きたが、未 だ に指 導の難 しさを抱 えて い る、

そ こで本研 究 では 、 自閉症 の児童 ・生 徒 の学習 指 導の在 り方 に っい て検 討 し、 白閉症 の特

性 に応 じた 指導 内容 ・方 法の研 究 を行 うこ と と した。 自閉症 の課題 で あ る コ ミュニ ケー シ ョ

ンに着 目し、一 人一 人の コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を生 か しなが ら、指 導の 工夫 をす るこ とに

よって意 思 の疎 通や 学力 の向 上が 図れ るので は な いか と考 えた。 特 に国語科 の授 業 の 中で、

① 内容 選 択 、②環 境 の工夫 、③ 見通 しを もたせ る工夫 につ いて 配慮 してい け ば、学 習効果 が

上 が るので はな いか とい う仮 説 を 立て授 業研 究 を行 った。 自閉症 の児童 ・生徒 を言語 機能 面

か ら三つ の グル ー プ に分 け、それ ぞれ の特性 に応 じた 国語科指 導の在 り方 につ いて 提言す る。

1研 究 の 目 的

知的障 害 を対 象 と した養 護学 校や 心身障 害学級 で は、 こ こ数年 、 自閉症 の 占め る割合 が増

え、 自閉症 の教育 の在 り方が大 き な課題 とな って い る。 通 常の学級 にお いて も、平成15年

度 の東京都 の調査1)で 、学習 や行 動面 に 困難 さを抱 えて い る児 童 ・生徒 が4.4%い る とい う

結 果が 出た が、そ の 中には、高機 能 自閉症 も含 まれ て い る と考 え られ る.こ れ まで も、行動

の コン トロール な どを中心 とした 自閉症 の特性 を考 慮 した指 導上 の工夫や 配慮 について研 究

され て きたが 、 こだ わ りやパ ニ ック、 コ ミュニ ケー シ ョン の障害 な どに よ り一斉授 業で の指

導 の困難 が あ り、授 業の構成 や進 め方等 にお いて、 悩む教 師 は少 な くな い。 こ のため、 自閉

症 の特性 に応 じた教 育、 と りわけ教科等 の指 導 内容や 方 法 につ いて の研 究 が望 まれ てい る。

一方
、児 童 ・生徒 に対 す る確 かな学力 を身 に付 け させ る こ とについ て、新 学習 指導 要領 の

完全 実施 に伴 い、観 点 を明 らか に した上 で 「目標 に準拠 した評価 」(い わ陣 る絶 対評価)を 行

う考 え方 が導入 され た。 咋年 度 の 「東京 の教育21研 究 開発 委員 会」 の本 部会 にお いて も、

教科等 の評 価 の方 法 と指導 の改 善にっい て研究 し、個 に応 じた観 点別 の評価 規準 を作成 して

指導 に当 た る ことに よ り、障害 に応 じた指導 が よ り一層 充実す る とい う成 果 を得 た。そ こで、

教 科 の指導 内寡 を明 らか に した上 で、 自閉症 の児 童 ・生徒 の課題 であ る コ ミュニケー シ ョン

に着 目 し、個 々の コ ミュニ ケー シ ョン能力 を生か しなが ら、指導方 法 の改善 と工 夫 に よって

コ ミュニ ケー シ ョン のカや 学力 の向上 につ なが るの ではな いか と考え た。

よって本研 究 の 目的 は、「自閉症 の特性 に応 じた指導 内容 ・方 法 の充 実」 と し、主に国語科

にお ける指 導方法 の 工夫 ・改 善 につ いて検討 す る こ とと した。

1)「通常の学級に在籍する児竜 ・生徒のLD
、ADHD、 高機能自閉症等に対応 した教育的支援」にか

かわる調査(平 成15年)

一47一



皿 研 究 の 方 法

1自 閉症 の 特性 を踏 まえた学習 指導 の在 り方 にっいて 、以 下の点 を明 らかに しなが ら、研

究仮説 を立案 す る.

① 自閉症 の特性 ② 国語 科 にお け る指 導内容 ③ 学 習 を成 立 させ る条 件

2研 究仮 説 に基づ き、研 究授 業 を行 う。 言語機 能 の段 階の違 う三つ の グルー プ につい て授

業 を行 い、 自閉症 の児童 ・生徒 の学 習状況 につ いて検討 す る.

3授 業 分析 を通 して研 究仮 説 の検証 を行 い、 自閉症 の学習指 導 の望 ま しい在 り方 にっ い て

考 察す る。

皿 研 究 の 内 容

1自 閉 症の 特性 につ いて

本研 究 で対象 とす る自閉症 は、DSM-rv"・)に お いて 自閉性 障害 と して挙 げ られ て い る

以下 の よ うな行動 特性 が認 め られ る もの とす る。

① 対 人的相 互反応 にお け る質的 な障害

・ 雷 語以外 で の人 とのや りと りがで きない(視 線 が合 う
、表情 、 身振 りな ど)。

・ 年齢 発 達にふ さわ しい友 達関係 が作れ ない.

・ 自分 の興 味や感情 を人 に伝 えない(興 味の あ るもの を見せ る、持 って くる、指 さす な

ど)な ど、心 の通 じ合 い に く さが ある。

② 意 思伝達 の質 的な障 害

・ 話 し言葉 の遅れ が ある。

・ 書葉 は もって い るが、他 人 に話 しか けるな ど言葉 のや りと りがで きない.

・ 同 じ言葉 の繰 り返 しや独 特 な言葉 遣い(変 わ った抑揚 や オ ウム返 しな ど)

・ 年 齢発 達 にふ さわ しい 、変化 に富む ごっ こ遊 びや 物 まね遊 び がみ られ ない。

③ 行動 、興 味及 び活動 の限定

・ 興味 が特 定の物や パ ター ンに限 られ る。

・ 特定 の習慣や 儀式 に こだ わ る.

・ 奇 妙 な運動(手 をぱた ばた させ た りね じ曲げ た りす る、複雑 な全 身 の動 きな ど)を 繰 り

返 した り、物 体 の一部 に持続 的 に熱 中 した りす る。

自閉症 の児 童 ・生徒 に とって 、社会 性 を身 に付 けて、 コ ミュニ ケー シ ョンのカ を伸 ばす

ことが 、大 きな課題 で あ る.自 閉症 の児 竜 ・生徒 が もってい る内言 語 を豊か に し、一人 一

人に とって 可能 な コ ミュニ ケー シ ョンの手段 を広 げ て、 で きる こ と ・分 か る ことを増や し

て社 会参 加 の方法 を身 に付 けて い く ことが大 切で ある。 そのた め には、 自閉症 の児 童 ・生

徒 の特性 に応 じた配慮や 工夫 を しなが ら、 日々 の授業 にお いて 、個 々 のね らい を達成 でき

る よ う、授業 改善 を してい くこ とが求 め られ てい る。

即 精神疾患の分 類 と診断 の手引き 米国精神医学会
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本部 会 で は、学轡場面 で配慮 す べ き 自閉症 の特性 にっ いて 、次の よ うに整 理 を して みた。

(D自 閉症 の児 童 ・生徒 に共 通す る特性

自閉症 の児童 ・生徒 に は、視 覚か ら得 られ る情報 が優位 とな る ことが多 く見 られ る。 こ

のた め、指示 や情報提 示 には視 覚 的なア プローチ が有効 と考 え られ る。

また 、児童 ・生徒 に とって 、気持 ちが安定 し落 ち着 く環 境 を作 る こ とも必要 で あ る。

学 習展 開 は、 ある程度 のパ ター ンを大切 に し、 見通 しをも って学 習 に取 り組 め る よ うに

す る必 要 があ る。

(2)言 語機 能 に着 目した特 性 の違い

自閉症 の児 童 ・生 徒は 、発 語が ほ とん どない状 態 か ら、 日常的 な会話 がで きた り、特 定

の分野 の知識 な どは豊 富に もって いた りす る状態 ま で、言語機 能 に も大 きな違 い がみ られ

る.言 語 の機 能 につい て着 目して 、児童 ・生徒 の実態 を 次の よ うな表 に整理 した,

言語機能

低い

高い

機能の状態(例)

・話 し言葉がない、又はきわめて限 られている。
・言語行動のための身体条件作 りが必要(感 覚 、運
動、ボディイメージな ど)
・身振 りやサインなどで、状況や指示 の理解が でき
る可能性があ る。

・話 し言葉がある程度 出てきているが、決ま り文句

や同 じ言葉の反復、オ ウム返 しな どが 目立っ。
・話 し言葉の理解、特に抽象的な言葉の理解が 困難
・物のや り取 りや具体的な指示などを通 して、言葉
の理解や表出を促進できる可能性がある。

・日常会話は大体できるが、独特のイン トネー ショ
ンや リズム、声の高 さな どがみ られ る。
・文章の読解や話の意図をつかむことは苦手
・身に付 けている言語機能を活用することで、上記
の課題 も改善は期待できる。

主に学んでいる場

知的障害養護学校

(重度 ・重複学
級)

知的障害養護学校

(普涌学級)

心身障害学級

心身障害学級

通常の学級

研究を進める上
恋のグループ名

言語機能 を育て
る必要が ある。

グル ー プ1

言語機能がある

程度身 に付いて
い る。

繊ループn

言語機能が身に

イ寸いてい る。

グルー プ皿

言 語機 能 に も程度 の違 いが あ るが、 どの段 階の児 童 ・生徒 に も、 国語 の学習 を通 して 、

現在 もってい る言語機 能 を高 めて い くこ とが必 要 で ある。 言語機 能 が高 まれ ば、 自分 の意

思を伝 えやす くな り、 コ ミュニ ケー シ ョンも広 が り、学習 の積 み[二げの 富び も感 じ られ る

はずで あ る。

言 語機 能 と知的発 達 の 関係 は、 かな り密 接 な関係 が あ る と言 える。 知 的障害 の比較 的重

い児童 ・生徒 は、雷語機 能 にも課題 が大 き く、知 的障害 が軽度 の揚 合 には、言 語機能 は高

い場合 が多 い。た だ し、 内言語 が 豊かで知的 障害 が軽 い児童 ・生徒 で も、言語機 能 が低 い

場 合 もあ る し、言語機 能 が高 く会 話の能 力 が高 く とも、判断力 や行 動力 におい て課題 の あ

る場合 も少 な くな い。 自閉症 の場合 、言 語機能 と知 的 障害 の程 度 は、必ず しも一致す る も

のでは ない とい うこ とも踏 まえ、学 習課 題 を設 定す る必 要が あ る。

2国 語 科 に おけ る指導 につ いて

本 研 究 では、教科指 導の 中で、課題 で あるコ ミュニ ケー シ ョンのカ を伸 ばす ための 指導
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内容 ・方法 を改善 ・工 夫す る こ とで、意思 の疎 通や 学力 の向上 を期待 で き るのでは ない

か と考 え、特 に 「国語 」 の指 導 に着 目した。 国語 の指導 につ いて検 剖 す るに あた って、

「学 習指導 要領」 と 「東京都 立 盲 ・ろ う ・養護 学校 教 育課程編 成基 礁 ・資料 」(東 京都

教育委 員会発 行)を 参 考 に、国語 の 目標 及 び 内容 を確認 した.

◇ 小 学校 学習指 導要領 【国語 】 目標(中 学校 について は、省 略)

「国語 を適切 に表現 し正確 に理解 す る能力 を育成 し、伝 え合 う力 を 高め る とと もに、

思 考力や想 像力 及び 言語感 覚 を養 い 、国語 に対す る関心 を深 め 国語 を尊重す る態度 を

育 て る詞

◆ 盲学校 、 聾学校 及び 養護 学校小 学部 ・中学 部 学習指 導要領 【国語/知 的障害養護学樹 目標

(小学部)「 日常生活 に必要 な国語 を理 解 し、表 現す る能力 と態度 を育て る。」

(中 学部)「 日常生活 に必要な国語 にっいての理解を深め、表現す る能力 と態度 を育て

る。」

◆ 盲学校 、聾学校 及び 養護 学校小 学部 ・中学 部学 習指 導要領 【国語/知 的障害 養護 学校 】

内容 く聞く〉 〈話す〉 〈読む〉 〈書く〉

小学部 教 師 の 話 を聞 い た 教 師な どの話 し掛 け 教 師 と一緒 に絵 本 な い ろい ろ な筆 記 用

1段階 り、絵本 などを読ん に 応 じ 、 表 情 、 身 振 ど を 楽 しむ 。 具 を使 っ て書 く こ

☆ で も ら っ た りす る 。 り、音声や 簡 単な言 と に 親 し む 。

葉で衷現す る。

2段階 教 師や 友達な どの 見聞 き した こ とを簡 文宇な どに関心 をも 文 字 を書 く こ とに

☆☆ 話 し言葉 に慣れ る。 単な言葉 で話す。 ち 、 読 も う とす る 。 興 味 を も つ 。

身 近 な 人 の 話 を聞 見 聞き した こ との あ 簡単な語句や短い文 簡単 な語句や短い

3段階 い て 、内 容 の あ らま らま しを教師 や友達 な ど を 正 し く 読 む 。 文 を平 仮 名 な どで

☆☆☆ しが 分 か る 。 と話 す 。 書 く 。

話 の内容 を大体聞 見聞き した こ とな ど 簡 単な 語句、文及 び 簡 単 な手 紙 や 日記

中学部 き 取 る 。 を柑 手 に分 か る よ う 文 章な どを正 しく読 な どの 内容 を順 序

に 話 す 。 む 。 立 て て 書 く。

国語科の指導内容については、養護学校の学習指導要領では、児 童 ・生徒 の知 的 発 達 の程 度 や言 語

機 能 の程 度 に よ って 、段 階的 に設 定 され てい る。 自閉症 を含 む 学 習 グル ー プ は、 障害 の

程度 に よっ て、 指 導 の形 態 を変 え る こ とが あ るが 、段 階 に応 じた 指 導 内容 を押 さえて 授

業 を構 成 す るこ とが 大切 で あ る。

一 方
、 国語 の授 業 を展 開す る際 、一 人 一人 の学 習状 況 を適切 に評価 して い くこ とで 、

課題 を適切 に設 定 で き、支 援 の方 法 も明確 とな り、個 々 のカ を伸 長 す る こ とにつ な が る。

心身 障 害 教 育 にお い て は 、学 習 集 団全 体 の評価 規 準 を定 める よ り、個 別 指 導 計 画 と関連

させ 一 人 一 人 のね らい に応 じた 評 価規 準 を定 め て 指導 す るこ とが 有効 と考 え られ る。 そ

こで 、授 業研 究 で 対 象 とす る 自閉症 の児 童 ・生 徒 につ い て 、 国立 教育 政 策 研 究所 が ま と

め た小 学校 国語 の評価 の観 点 及 び そ の趣 旨 を参 考 に、 個 々 の評価 規準 を 定 めて い く こ と

と した 。
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◇ 小学校国語科の評価の観点及びその趣 旨

油細 蹴 鰍 態度 話す ・聞 く能力

国語に刻す る関心を

もち、国語を尊重し、

進んで表現 し理解
i した りするとともに、

伝え合お うとする。

書く能力 読む能力 言語についての知識咽解 ・技能

膨 瀦 湘 難 鄭 じ早黙 と灘警 鵯饗
瓢 離副 舌ご灘 てi謝蕗翫 芒薯驚螺 輝
き取ったりt6,・iて 蝉 階 く・1り する・ 柾 しく整えて乱

3研 究仮説

自閉症 の児 童 ・生 徒 の 国語 科 の授 業 を考 え るに 当た り、次 の三 点 の工 夫 が必 要 で は な い

か と考 えた。

(1)指 導 内容 の選 択 の 工夫

指 導 内容 を決 め る に 当た っ て は、対象 とな る グル ー プの言 語機 能 の 程度 や その 特性 を

踏 まえ 、児 童 ・生 徒 に と って興 味 ・関心 を もちや す い内 容 か ど うか を、 よ く吟 味す る必

要 が あ る。

グル ー プ1の 揚 合 は 、教 師や 友 達 とのか か わ りの 中で興 味 を も ちや す い 内容 を取 り上

げ 、単 純 で繰 り返 しの ス トー リー を選 択す る とイ メー ジや 見通 しが も ちや す く、自発 的

な活 動 へ と発展 させ て い きや す い.視 覚 的 に興 味 を 引 きや す い教 材 を 用 意 し、歌や 手 遊

び な どを入 れ な が ら、教 師 や友 達 との や りと りを楽 しめ る内容 を設 定 す る こ とも、大 切

で あ る。

グル ー プll[で は 、簡 単 な単 語や 文 の 読み 書 きの 定着 を図 り、養 護 学校 の 「国 語」の第

3段 階 か ら小学 校 の 「国 語 」の 導入 を図 る段 階 に あ る と考 え られ る。課題 が難 し くな る

とパ ニ ック を起 こす よ うな児 童 ・生 徒 もい るの で、学習 態勢 を確 立 して い く こ とに も課

題 が あ る。

グルー プ皿 の 場合 は 、自分 の 思 い を伝 えた り、意 図 を汲み 取 った りす る こ とが 苦 手 と

な る。言 語 表 現や コ ミュニ ケー シ ョン の良 いモ デ ル を示 し、 リズム感 の あ る音読 を楽 し

んだ り、選 択す る方 法 を用 い て発 問 に答 え た り して 、文章 の 内容 理解 、ス トー り一 の理

解 も 目指 して い く課 題 が あ る.

(2)学 習 環境 の工 夫

自閉症 の児 童 ・生徒 に とって 、気 持 ちが安 定 し、落 ち着 くこ とが で き る学 習環 境 を整

え るた め に、 次 の点 につ い て配 慮す る必 要 が あ る。

ア 机 の配置 、児 童 ・生 徒 と教 師 の位 置 、教 材 や ボー ド等 の 配置 を工 夫す る。

活 動 の スペ ー ス が 明確 とな り、児 童 ・生 徒 の活 動 の 導線 もは っき りす る.場 所 の状

況 が分 か りや す くな る と児 童 ・生徒 は安心 で き、意 思 表 現 が しや す くな った り、教 師

や 他 の 児童 ・生徒 へ 気 持 ちを 向け られ る よ うにな っ た り、コ ミュニ ケ ー シ ョン を取 り

や す くな る。また教 材 と児 童 ・生徒 との距離 を的確 に設 定 し授 業 に集 中 しや す くす る。

イ 不 要 な刺 激 を減 らす 。

指 導 内容 に 関係 の ない物 を、児 童 ・生 徒 の視 野 に入 らない よ うに配 置 し布 等 で隠 す

こ と、カ ー テ ン を閉 め る こ と、余計 な音 を遮 断 す るた め に戸 を 閉 め る こ とで、教 室 の
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(3)

外 か らの 刺激 を減 らして 、授 業 に集 中 しや す い 環境 を整 え る,

授 業 展 開 の工夫

授 業 の展 開 をパ ター ン化 し、見 通 しを もた せ 、あ る程 度継 続 して取 り組 む こ とが必

要 で あ る。絵 ・写真 カー ド等 で視 覚 的 に授 業 内容 の順 番 を示 した り、授 業 の 始 め と終

わ り、各 活 動 の始 め と終 わ りを明確 に した りす る と、児 童 ・生 徒 が 見通 しを もっ て活

動 に参 加 しや す くな る。

グル ー プ1の 場 合 に は、一っ の 活 動 を短 め に設 定 し、一定期 問は 同 じ活 動 を続 けて

繰 り返 し取 り組 む と、全 体 の流 れ が 分 か りや す くな る。最初 は教 師 とのか か わ りの 中

で課 題 に取 り組 む が 、繰 り返 す 中で 、見通 しを もっ て、 自発 的 に 、活 動 に 参加 で き る

よ うにな っ て くる と考 え られ る.

グル ー プ皿 の揚 合 、教 科 書や 課題 のプ リン トを活 用 しなが ら授 業 を展 開 す るパ ター

ン を定 着 させ て 、読 み 聞 かせ ・順 番 読 み ・漢 字練 習 な どに継 続 して取 り組 む こ とで 、

学 習態 勢 を確 立 させ 、内容 を理解 す る力 が 身 に付 く もの と考 え られ る。そ の 中で 、学

習 内容 や展 開 に少 しずっ 変化 を もた せ る こ とで 、児 童 ・生徒 の関 心 ・意 欲 を 引 き 出 し

て い く こ と も大 切 で あ る、

以 上 の よ うに、 自閉症 の特性 に応 じた 指 導 の在 り方 にっ い て、三 つの 工 夫 が 大 切で あ る

と考 え た。国語 の指 導 内容 を 明 らか に し、児 竜 ・生 徒 の個 別 の 目標 及 び 評 価 規 準 を設 定 し

さ らに、これ らの 三つ の条件 が そ ろ えぱ 、国語 の力 を高 めて い け る ので はな い か と考 えた。

そ こで 、次 の仮 説 を 立て 、言 語機 能 の程 度 に よ り三段 階の 自閉症 の児 童 を含 む 学級 又 は

学 習 グル ー プ にお い て研 究授 業 を行 い、 仮説 の検 証 を行 うこ と と した 。

〈研 究 仮 説 〉

自閉症 の児 童 ・生 徒 に対 して 、次 の よ うな 工夫 や 配 慮 を して い け ば、学 習効 果 を高 め

るこ とが で き る。

① 内容選択 ②環境の工夫 ③見通 しをもたせ る工夫

〈授 業 研 究 一 覧 〉

言語機能の段階 実施 した学級 教科等 単元名 ナ

グル ー プ1
養護 学校重度 ・重複 学級

(小学部低学年)

国 語(自 立活 動

と関連 させ て〉

紙 芝 居 「サ ン ドイ ッ

チ を っ く ろ う」
53

グル ー プH
養護学校普通学級

(小学部高学年)

国語 ・算 数 の合

科 的 な授業

「え ら ん で あ ら わ

そ う」一 こ れ 何?一
57

グル ー プ皿
小 学校 ・心 身 障 害学 級 国語

「秋 の 虫 」 一 む し ・

ム シ ・ ム シ ー
61
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IV指 導 事 例

事例 ① グルー プ1の 自閉症(知 的 障害養護学 校 小学部 ・重 度重複 学級)

1単 元名 紙芝居 「サ ン ドイ ッチ をつ くろ う」一一 選 んでみ よ う一一

2単 元の 目標

・表情 、身 振 り、 音声 で表 現す る。 国 語 く ユ段 階(イ)(話 す こ と)〉

・文字 な どに関心 を持 ち、読 も うとす る。<2段 階(ウ)(読 む こ と)>

3児 童 の 実態

(1)概 要:6人 中4人 の児 童 が 、 自閉症 又 は 自閉的 傾 向 の児 童 で あるn太 田ステ ー ジ3)

では1-2か ら皿 一1ま で の、発達段 階 に差 のあ る児 童で ある。

(2)児 童 の実態 及び 個別指 導計 画(2学 期)

児 童Aの

実態

児 童Aは 太 田ステ ー ジHの 段 階 で あ り、 歌遊 び や 準 備 体 操 な ど、 簡 単 な 動作 の模 倣

が 見 られ る。 好 き な リズ ムや 歌 な ど、 音 声 を模 倣 す る。 図 形 や 数 字 、 文 宇 な どに 強 い

関 心 が あ り、 文宇 は 読 んで も らって 名 称 を確 認 した り、 読 め ない 文 字 を 知 りた が っ た

りす る.動 物 や 食 べ 物 の名 前 に興 味 が あ る。 絵 本 や パ ネ ル シ ア ター な ど、簡 単 な ス ト

ー リー を 楽 しむ こ とが で き、 絵 を見 な が ら包 丁 で 切 る まね や 挨 拶 して食 べ る まね な ど

す る。 自分 の 要求 は 、声 を出 した り手 を合 わせ た りす る こ と で表 現 して い る。 簡 単 な

見 通 しが もて れ ば小集 団 の 中 で行 動 で き る。

児 童Aの

重点課題

・自分 の気 持 ち を身 振 りや発 声 で表 現 す る こ とを増 や す 。

・着 替 えや 食 事 の 準備 な ど、 自分 の こ とは 自分 でや ろ うとす る。

教科等 目標 手だて

国 語

(自 立

活 動)

(国 語)

・絵 本 の 内容 に興 昧 を もっ て 聞 く。

・文 字 な どに 関心 を も ち、読 も うと

す る。

(心 理 的 な安 定)

・身 近 な人 の 中で安 心 して過 ごす 、

一一日の 流れ を大 まか に 理解 し、見

通 しを も って行 動 し よ う とす る。

(コ ミュ ニケ ー シ ョン)

・身 振 りや発 声 な どで衰 現 す る。

・分 か りや す い 雷 葉 や 肯 定 語 で 話 しか け る よ う

にす る、,気 持 ち が安 定 し、 離 席 せ ず に 課題 に

取 り組 む こ とが で き る 学習 環 境 を整 え る、、

・朝 の会 で絵 カ ー ドや 文 字 を使 っ て 一 日の 大 ま

か な流 れ を 示 す 。 活 動 の始 め にカ ー ドを使 っ

て活 動場 所 や 学習 内容 を伝 え る。

・興 味や 関 心 を も ちや す い 内容 ・教 材 を 準備 し
、

伝 えた い気 持 ち を膨 らませ る。

・身 近 な もの の名 前 をひ らが な で書 い て示 す 。

4研 究仮 説 と教 材設 定 につ いて

(1)内 容 選択

絵 本 は、児 童が興 味 と関心 を もちやす い題材 を選択 し、学期 に1冊 のペー スで扱 って

きた。今 回 は、 どの児童 に とって も興 味 のあ る食べ物 を話 題 に した。 絵本 を選ぶ とき、

単純 で繰 り返 しの ス トー リー を選 ぶ よ うに し、せ りふ も分 か りやす さ と リズ ム感 を大 切

に しなが ら必 要に応 じて言葉 を変 えた。 簡 単な歌 を取 り入 れ るこ とで雰 囲気が よ り楽 し

くな る よ うに した。 読み 聞かせ を しなが ら、 自分 の食 べ たいサ ン ドイ ッチ を選ぶ な ど、

卸 太 田 ステL・一ジ … 自閉 症 の 特有 な認 知 の 特徴 を踏 ま え た上 で
、 ピア ジ ェ等 の 発 達 理 論 を滲 考 に設 定 した認 知 発li置段 階

一53一



や り取 り しなが ら行 な うよ うに した.教 師 とのや り取 り、教 師を仲 立 ち と した友だ ち と

のや り取 りな どにっ なげ るこ とを想定 しなが ら進 め る よ うに した.

(2)環 境 の工夫

児 童 の座 る位 置、教 師 の補助す る腸所 、教材 と児 童 の距離 な どを配 慮 して教 材 に注 目

しやす く した。授 業 の始 ま りには教室 の空 間 を区 切るた めのカーテ ン を引 き、絵本 を拡

大 コピー し、紙 芝居 の形 に して分か りやす い もの に した。

(3>見 通 しをもたせ る工夫

ク ラスの歌 を使 いなが ら授 業σ)始ま りと終 わ りを意識 で きる よ うに した。 読み 聞かせ

を始 め る ときに は 「お はな しの歌」 を使 って始 ま りを意 識 で きる よ うに した.活 動 の流

れ は 、紙芝居 の読 み 聞かせ と、 内容 に関係す る動 作 を演 じる遊び の 二っ に絞 って行 うよ

うに した.(今 回は、 「サ ン ドイ ッチつ くろ う」 の紙芝居 で 、サ ン ドイ ッチ にな ったつ も

りで 、教師 が持 つマ ッ トに児 童が挟 まれ る 「マ ッ ト遊び」を演 じる遊 び と して設定 した。)

5単 元の評 価規 準(児 童A)

国語の小 学部1段 階 の 「聞 く・話す こ と」の指 導 内容 と小 学部2段 階 の 「読む こ と」の指導 内容 、

単元 の 目標 な どを踏 まえて 、単元 の評価規 準 を以 下 の よ うに作成 した。

観点 単元の評価規準

国語 への意 欲 ・関 心 ・態 度 ・教 師や 友 だ ち に発 声 や 身振 りで伝 え よ うとす る。

・身 近 な食 べ物 な ど、 文 字 を見 て読 も うとす る.

聞 く ・話 す能 力(技 能 ・表 現) ・食 べ た い気 持 ちを 身 振 りで表 現 す る こ とが で き る。

読 む 能 力(技 能 ・表 現) ・絵 カー ドや 文 字 を 見 て 身近 な食 べ 物 の名 前 を 読 も う とす る。

言 語 につ い て の知 識 ・理解 ・

技 能

・絵 カー ドや 文字 を 見 て 身近 な食 べ 物 の名 前 が分 か る。

・自分 の 好 き な食 べ 物 や 開 き取 った 食 べ物 を選 ぶ こ とがで き る。

6単 元の指導計画

時間 主な学習内容 具体的な学習活動

1～3 ・簡 単 な紙 芝 居 を 聞 いて 楽 しむ 。 ・大 型 の紙 芝 居 「サ ン ドイ ッチ をっ くろ う」を見 る。

4～7

・絵 を見 て好 き な食 べ物 を選 ぶ 。

・マ ッ ト遊 び を通 して 好 き な食

べ物 を食 べ る つ も りに な る。

・「た ま ご」 「ぱ ん 」 「き ゅ う り」 な どの 絵 を見 て 、好 き な

食 べ 物 を選 ぶ 。 選 ん だ食 べ物 を歌 の 中 に 、 「00サ ン ド

♪」 と入 れ てマ ッ ト遊 び をす る、

8

本 時

～12

・絵 カー ドや 文 字 を見 て好 き な

食 べ 物 を選 ぶ 、

・絵 カー ドや 文 字 を見 て 聞 き 取

っ た食 べ物 を選 ぶ 。

・絵 カ ー ドや 文字 を見 て好 きな 食 べ 物 を選 び 、教 師 に渡 す 、

そ の後 、 マ ッ ト遊 び を す る.

・絵 カー ドや 文 字(2～3枚)を 見 て 、聞 き取 っ た食 べ 物

を選 ん で渡 す 。 マ ッ ト遊 び をす る。

7展 開

(1)本 時 の ね らい

・紙 芝 居 に 関心 を も ち 、 見 た り聞 い た りし よ う とす る.

・絵 カ ー ドの 中か ら好 き な 食 べ 物 を選 び 、 教 師 に伝 え る こ とが で き る 。

・絵 カ ー ドや 文 宇 を 見 て 闘 き 取 っ た 食 べ 物 を 選 ぶ こ と が で き る。
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(2)本 時 の流れ(本 時8時 間 目/12時 間〉

学習活動

〈導 入 〉

・始 ま りの 歌 で

集 ま り、あ い

さっ をす る。

〈展 開 ① 〉

・「お は な しの

歌 」 を 歌 う。

・「サ ン ドイ ッ

チ を っ く ろ

う」の紙 芝 居

を 見 る。

・絵 を見 て 好 き

な 食 べ 物 を

選 ぶ 。

〈展 開② 〉

・食 べ物 の名 前

を 聞 き 取 っ

て、絵 ・文字

カ ー ドの 中

か ら選 ん で

伝 え る。

・絵 カー ドの 中

か ら好 き な

食 べ 物 を 選

ん で伝 え る。

・歌 に合 わせ て

マ ッ ト遊 び

をす る。

〈 ま とめ 〉

・終 りの 歌 で 椅

子 に座 る。

・選 ん だ 食 べ 物

を 確 認 す る

・あいさっをする。

活動 にお ける具体的 な評価規準

・紙芝 居 に関心 を もち、見 た り聞 い

た り しよ うとす る。

・絵 を見 て 自分 の好 きな食 べ物 を選

ぶ ことが で き る。

(黒板)

口T・ 口口 口 囚

T2

・絵 カー ドや 文字 を見 て教師 に言 わ

れた食 べ物 を選 ぶ こ とがで きる。

・絵 カー ドの 中か ら好 きな食べ物 を

選 び 、 教 師 に伝 える こ とがで き

る。

(黒板)

マ ッ ト遊びをする児童

T1-一 レ 囚 ←_T2

口 口

口 口T3

→:マ ッ ト

罫

冠
戸
轟

懸

児童Aへ の支援 な ど

・始 ま りの 歌 で授 業 の始 ま りを意 識づ け

る。

・カ ーテ ンで 教 室 を仕 切 る。

・自分 で好 きな食 べ 物 を選 んだ とき に

は十 分 に共 感 ・賞 賛 し、更 に伝 えたい

気持 ちを膨 らませ る。

T1:主 に授業 を進 め る教 師

T2、T3:テ ィー ム ・テ ィーチ ングに

よ り指導 す る教師

・教 師 に言 われ た食 べ物 を正 し く選 べ

た時 、 また 自分 の好 きな食べ 物 を選

ん で伝 え られ た時 に十 分賞 賛 し、更

に伝 えたい 気持 ち を膨 らませ る。

・マ ッ ト遊び で は、2人 の教 師がマ ッ

トで児 童 をは さん で楽 しく遊 ぶ よ う

に し、や りたい気 持 ち を膨 らませ る。

・慣 れ て きた らサ ン ドイ ッチ では さむ

役 を一 緒 に した り、子 どもたち 同士

で行 った りしてい け る よ うにす る。

・終 りの 歌 で 、 授 業 の終 わ りを は っ き

り意 識 で き る よ うに す る。

・絵 ・文 字 カ ー ドに 注 目で き る よ うに 声

か け ・補 助 す る 。
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指導 の結 果(単 元 を終 えて)

(1)内 容 選択 につい て

小 学部低 学年 の言 語機 能 に困難が あ る児童 に とって 、特 に興 味 と関心 を もちや す い題材

の選択 は重 要だ と考 える。「食 べ物」を扱 い、サ ン ドイ ッチ に挟 む物 を選ぶ とい う課題 は 、

関心 も強か った。身近 な題材 や 興味 と関心 を活か した教材 には よ り注 目しや す い と言 える。

絵 本 の選択 につ いて は、単純 で繰 り返 しのス トー リー(例 、 「大 きなかぶ 」、 「ぞ うくん の

さん ぽ」)で は 、話 の流れ を予想 しやす くない、展 開 を期 待 した りす る様子 が見 られ た。

原 本 を拡 大 コピー して 紙芝 居 の よ うに見開 きにす る こ とで視 覚 的 にイ ンパ ク トを与 えて

いた。せ りふ を単純 な言葉 に換 え るこ とや 歌 を取 り入 れ る こ とで リズ ム感 がで き、楽 しい

雰囲気 の 中で発 声や 発語 が増 える よ うに な ってきた。初 めは、自分 が食 べ た い もの を選 ぶ

こ とがで き、徐 々に 、教 師 に言 われ た もの 聞いて選 んで渡 す こ とも、で きる よ うにな った。

児 童Aの 評価規 準 にっ いて は、 「十分満 足で きる」状況 で あ った。 自分 の好 きな絵 ・文字

カー ドを選ぶ ことや マ ッ ト遊び が で きるこ とに よ り、児童 が よ り積極 的 に授 業へ参 加 す る

よ うにな って きた と言 え る。また 、友 だちが何 を選ぶ か 関心 をもつ よ うにな り、自分 の好

きな物 と同 じ物 を選 ぶ と、喜ぶ様 子 がみ られ る よ うに なっ た.

(2)環 境 の工夫 につ いて

児 童 と教 材 の間 に補助す る教 師が待機 す ると ともに 、絵カ ー ドを選ぶ 場所 やマ ッ ト遊 び

をす る場所 を固定す るな どして教材 に注 目しや す くす る よ うに した。 読み 聞かせ を 聞い

た り、カー ドを選 んだ りす る課題 がで き るよ うにな った の には、 こ うした注 目の しや す

さに効 果 が あった と考 え られ る。 前 単元 で は、教 室 を全面 使 って お り、児 童Aの 離 席 も

目立 って いた が、授 業 の始 ま りに カー テ ン を引い て教 室 を 区切 る と、活 動 場所 が 明確 に

な り、気持 ちを向 けて学習 で きた。

(3)見 通 しを もたせ る工 夫に っい て

ク ラス の歌 を使 うこ とで授 業 の始 ま りと終 わ りを意識 す るこ とが で き、 自分 か ら椅 子

を準備 した り片づ けた りす る様 子 が見 られ る よ うに な って きた 。読 み 聞かせ を始 め る時

に は 「お は な しの歌」 を歌 うこ とで始 ま りを意識 す る よ うに な った。活 動 内容 は、 読み

聞か せの 後、絵 ・文字 カー ドを選 んでマ ッ ト遊iびをす る、 とい う単 純 な流れ の た め、児

童が 自分 で分 か って行動 した り教師 に言 われ て理 解 しや す か った りす る よ うに な って き

た.毎 回の授 業の展 開 を 同 じに し、見 通 しを もたせ る こ とで 、活 動 の流れ が分か り、「聞

く ・話す 能力 」や 「国語 に関す る関心 ・意欲 ・態 度」 が高 ま るこ とが確 認 できた。

以 上、 自閉症 の特性 を配慮 しなが ら学 習の 内容 を選択 し、環境や 見通 しを もたせ る工夫

を行 った。 これ に よ り、児童 が興 昧 ・関心 を もって 、 自分 で分 かって行 動す る様子 がみ ら

れ るよ うにな って きた。 祉会性 や コ ミュニケー シ ョンな どに困難 を抱 えつっ も、 自分 の気

持 ちを絵 カー ドや文 字 で教師 に伝 えた り、相手 の意 図 を汲み 取 ろ うとした りす る様 子が み

られ る よ うにな って きた こ とは新 たな変化 で あ り、国語 の塞礎 で あ る第 一段階 、第 二段 階

の指 導 で成果 を あげて いけ るこ とが 示唆 され た。今後 、 さらに、 自閉症 の特性 を踏 ま えな

が ら教師 や友 だ ち とのや り取 りを膨 らませ てい きたい。
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事例 ② グル ー プ 皿の 自閉症(知 的障 害養護 学校 小学部 普 通学 級)

1単 元 名 「選 ん で表 そ う」 一 これ何?-

2単 元の 目標

・感 じた こ と
、気が 付い た こ とな どを、言葉や 文字 、カー ドな どで 、積極 的 に表 そ うとす る。

国語 く第 三段 階(エ)書 くこ と〉

・先 生や友 達 の行 動や働 きか けに、 自分 の考 え を伝 えてい ける よ うにす る。

国語 く第二最 階(イ)話 す こ と〉

・絵 と単語 のつ なが りを考 え る中で 、音節 数 、文字 の つな が りの仕組 み に気 付 く。

国語 く第 三段階(ウ)読 む こ と〉、算数 〈第 二段階(ア)数 と計算>

3児 童の 実態

(1)概 要:自 閉症 が3名 、 自閉的傾 向が1名 、情緒 障害 な ど3名 の 計7名 で あ る。 平 仮名

を読む こ とがで きな い児 童 か ら、 口記 を書い て発 表す るこ とがで き るな どの児童 まで、

発 達段 階の個 人差 が大 きい。児 童 の 中には、 国語 に対 して学習へ の見 通 しが もてな い こ

とで苦 手意識 をもって いた り、少 し難 しい課題 を提示 され る とパ ニ ック状態 にな った り

す るこ とか ら、授 業 内容 や授 業の進 め方 、教 室環境 につ いて 、十分 な配慮 が必 要 で ある。

(2)児 童 の実態 及び 個別指 導 計画(2学 期)

向閉症 の4年 生 。一文 字 ず つ で は 平仮 名 、片仮 名 の読 み 書 きが で き る。濁

音 と半濁音は不確かで あ り、長音や促音についてはまだ難 しい。身近な単語
児童Bの 実態 は 読 ん で 意 味 を理 解 で き るが 、 文字 の1順番 を間違 え て書 く こと が あ る。

要 求 は 単語 で伝 え る こ とが多 く、質 問 に は 「や だ」 と言 って 答 えず 、答 え
て もパ ニ ック状 態 にな る。コ ミュ ニケ ー シ ョン とい う点 で は 、課 題 が 大 きい。

児童Bの ① 言葉 で 、 自分 の気持 ちが伝 え られ る よ うな る。

重点課題 ② 友 達 と も一緒 に集 団 行 動 が で き る よ うに な る。

③ 集 団 生活 のマ ナ ーや ル ー ル 、 リズム を 身 に付 け る。

教科等名 目 標 手 だ て
・見 る、 聞 く、話す 活 動 を とお して 、 ・教 師 の 指 示 や 教 材 を とお して 、 表
白分 の気持 ちが、相 手に分 か りや 現 の仕 方 を伝 え 、 自 らで き る よ う

国 語 す く伝 え られ る よ うに な る。 に促 して い く。
・単 語 を ま と ま り と して 、 読 ん だ り ・単 語 を一 文 字 ず つ 書 く よ うな マ ス

書 い た りで き る よ うに な る。 目 を設 定 し、 自分 の 机 上 で も、 同

じ課 題 を繰 り返 す 。

自閉症 の4年 生。 自分 の名 前 を 平仮 名 で 、書 く こ とは で き るが 、それ ぞれ

を一一・文 字 ず っ 、読む こ とは で き な い.平 仮 名 の 文字 と、そ の発 音 が 一致 して

児童Cの 実態 い ない 、,日常 的 な言 葉 の理解 が あ り、特 定 の 名前 で あれ ば、落 ち着 い て答 え

る こ と もで き る。言 葉 で相 手 に要 求 す る こ とがな く、指 さしや 発 声 な どで表

す こ と も少 な い。不 安 な気 持 ち に な る と、泣 いた り大 き な 声 を 出 した りす る。

児童Cの ① 自分の気持ちを言葉で相手に伝え、積極的に行動する。
重点課題 ② 集団のルールを理解 し、苦手なことに対 しても自分か ら取 り組めるようになる。

教科算塩 目 標 手 だ て
・見 る ・聞 く ・話 す 活 動 を 通 し て

、 自
・教材 や友達 の回答す る様 予を参考

分の考 えを、言葉 で伝え られ るよ う に して 、 自分 の衰 現 方 法 を 、 自 ら

国 語 に な る 。 見 い 出廿 る よ うに促 す。
・単語 を 、一 文 字 ず つ意 識 して、平 仮 ・単語 を一文字ずっ分 けた課題 を設

名 の文字 とその発 音が一致す るよ 定 し、朝 の個別課題 で も同 じ課題
う に な る 。 に取 り組 む,

4研 究 仮説 と教 材設 定 につ いて

(1)内 容 選択:文 字 の読み 書 きの能 力 につい て、個 人差 が大 き いが、単語 の文字 順列 が正確

では な く、単語 を 一文 宇ず っ正確 に 書け るよ うに なる こ とが 、児 童7名 の共 通課題 で あ る。

平仮 名 を覚 えて単語 を書 ける よ うになる こ と、発 音 と単語 の正確 な一致 がで き るよ うにす
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る こ との課題 設 定を した。教 師 の活 動 を、徐 々に児童 の役 割(O× 係な ど)と して い くこ

とで 、児 童た ちが、 自主的 に学習 を展 開 して いけ る よ うに した。

(2)環 塊 の工夫:移 動 式 のホ ワイ トボー ドを2枚 使 い 、ス ライ ドで き る よ うに し、授 業

の展 開 に合 わせて必 要 な教材 だ けを提示 しや す く

した。

⑳

国

同
」

ホ ワイ トボー ド ホワイ1ボ ーF

障 ㊧
凹__組 む_

國
囚

圏

国

机 の配置 は、教 師 が、一人 一人 にか かわ りやす

い よ うに、並 び方 は、 コの字型 に した。 注 意 が集

中 しに くい児 童Cに っ いては 、教 師の正 面に配置

し、集 中 して個別 課題 に取 り組 める よ う、別 に専

用 の机 も配置 した。T2(サ ブ教 師)の 位 置 は、

常に児童Cの 側 に し、離席 してか ら対応 す るので

な く離席 しそ うに なっ た ら声 を掛 け るな ど、必 要

に応 じて支援 がで き るよ うに した.そ して、 窓や

ドアは 閉 めて、必要 の ない音 は、 でき るだけ遮 断

した.

(3)見 通 しを もたせ る工夫:授 業 内容 を大 き く変更せ ず 、授 業 の流れ をパ ター ン化 し、単元

の期 問 を、長 く設定 す る。視 覚的 に取 り組 む教材 を使 いなが ら、課題 を分か りやす く示

して、毎 回 の授 業 の流れ をで きるだ け早 く覚 えるよ うにす る。

5単 元の指 導計 画

時 間

1～3

4～10

11-・16

17～20

主な学習内容

「選 ん で表 そ う」①

・絵 を見 て 、そ の単 語 を 、

旦

50音 表 か ら適 当 な 文

字 を選 び 、 並 べ る。

②(同 じ)

③(同 じ)

「カル タ を作 ろ う」
・ カ ル タ遊 び

具体的な学習活動

「く るま 」や 「とけ い 」、 「あ め 」 な ど、 清 音 のみ

の ひ らが な2～4文 字 の単 語 を、50音 表 か ら抜

き取 っ て 、並 べ た り、 文 字 を 書 い た りす る。

「きっ ぷ 」や 「ぶ ど う」、 「き ゅ う り」 な ど、促 音

や 長 音 を 出題 す る。

「えん ぴ つ」 や 「は み が き 」、 「ご はん 」 な ど、濁

音や 半 濁 音 、拗 音 を 出題 す る.

今 ま で 取 り組 んだ 単 語や 絵 を使 っ て 、カル タ遊 び

を行 う。 カル タの カ ー ドは 、そ れ ぞ れ の机 上 にあ

り、 文 字 も同時 に記入 して い く。

6単 元の評 価規準(児 童B及 びC)

観 点 対象児童 単元の評価規準

国 語 へ の 関 心 ・

意欲1態 度

児童B 落 ち着 い て 、課 題 に取 り組 み 、進 ん で 文 字 を書 こ うとす る。

児童C 集 中 して課 題 に 取 り組 み 、進 ん で文 字 を書 こ うとす る。

話 す ・聞 く能 力 児 童B・C 順番 な ど役 割を決める際に、は っき りと自分の意 思 を言葉で

示 す。

書 く ・読 む能 力
児童B 単 語 を、 丁寧 に 書い た り、発 音 よ く読 ん だ りす る。

児童C 単 語 を、 書 い た り、 読 ん だ りす る。

言 語 につ い て の

知 識1理 解1技 能

児 童B
単 語 の 文字 の順 番 を、 正 しく並 べ る。 絵 と 一致す る単 語 を 、

文字 順 列 を 間違 わず に 書 い た り、正 し く読 ん だ りす る。

児童C
単語 の 文字 の順 番 を、 正 しく並 べ る。 絵 と一 致す る単 語 を 、
一 文 字ず っ 発 音 を一致 させ なが ら書 い た り

、読 んだ りす る。
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7展 開(6時 間/15時 問)

(1)本 時のね らい

・絵 と単語 のつ なが りを考 え、絵 を見 て文 字 を並べ た り、発音 した りす る中で 、正 し

く単 語 を書 け よ うにす る。

・学 習活 動に落 ち着 いて参加 し、 内容 を理 解 して意欲 的 に取 り組 める よ うにす る。

・丁寧 に文 字 を書 く姿 勢や力 を高 め る。

(2)本 時の流れ

学習活動1活 動におけ る具体的 な評価 規準1児 童B・Cへ の支援など

導 ・教 室 に集 ま り、 座席 に座 る。・始 ま りの あ い さつ をす る。

入 授業説明 児 童

B。C

教 師 の説 明 に、意識 が 向 け ら

れ て い る。

説 明 は ゆ っ く り 、は っ き り

と 進 め る 、,

カー ドで役 割 決 め 児童 自分で選んだ役割 を、進 んで カ ー ド を 使 っ て 、一 つ ず つ

o係 B 言葉で教師に伝 える。 を分 か りや す く説 明 し、自

選 係 厘亙国 児童 自分 で 選 ん だ役 割 を、「は い 」 ら選 択 で き る よ うに 、考 え

展 團 C と言 って 手 を挙 げ 、進 んで 教 る時間や 「心の準備」の時

開
(1～4番 目) 師 に 伝 え る 、, 問を十分 に設定す る。

①
【課題 】 児童 【役割の活動 】 落 ち着 いて 取 り組 める よ

・○ ×係 が 前 に 出 る . B (児 童Bは2番 目を選択) うに、役割決 めか ら配慮す
・選 ぶ 係 が課 題 を 選 『ト

び 白板 に 張 る。
・解 答 者 が 前 に 出 て

li「

Ox係 の指 示 や 、教 師 の合 図

で 、課 題 に 向か う。

る。

・余 分 な声 掛 け はや め て 、

課題 を解 く。 回 正 しく並 べ る.
一 度 出 した指 示 を変 え

・○ ×係 が 正解 ・不

正解 を示 す。 》i響
1

【個別 の 活動 】

丁 寧 に 書 く。 正 しく書 く。

な い。
・正解 して も、過 度 には誉

・配 る係 が 各 机 上 に
1返

L
め な い よ うにす る。

同 じ問題 を配 る。
・個別 に も う一 度 、

匡 【役割の活動 】 正解 を 、示 しな が ら、隠 し

同 じ課題 を解 く.・ ノ (児 童Cは3番 目を選択) て 、自分 で もで き る よ うに

発音 す る言 葉 と同 じ文字 を 取 り組 ませ た り、少 な い枚

・Ox係 が 終 わ りの 児童 選 択 して 、単語 を 正 し く並 べ i数(2～3枚)の 中 か ら 、

合 図 をす る。 C る 。 選 び 取 っ た りす る よ うに

【個別 の活動1 す る.

適 切な文字を選択 して、正 し

く 書 く 。

絵 を 見 て 、 一 致 す る 単 語 を 助詞 を意 識 させ るよ うに
個別学習 児童 「これ は、1で す る 。 「で き ま し た 。」 の 教

展

開

・絵 を 見て 一 致 す る

単 語 を 平 仮 名 で

書 く。

B す 。」 の 、 四 角 の 部 分 に 書 く 。 師へ の報 告 の 後 は 、文 を読

み確 認 す る。

絵 を見 て 、一致 す る 単語 を発 絵 と とも に単 語 を示 し、一

② 児童 音 しなが ら、平 仮名 で 書 く。 文宇 ず っ 発 音 させ る、,50

C 音表 で分 か らな い文字 を

確 認 す る。

サ ブ教師 が正解数 自分 の取組 を確認 して正 し 課 題 プ リン トと シ ー ル の
ま を発 表 し、各 自の 学 児童 い 数 の シール を貼 り、次 回 へ 数 を確認 させ なが ら、正 し
と

め

習 カ ー ドに、正解 数

の シー ル を貼 る。
B・C の 期 待 を もつ 。 く書 けた こ とを言葉 で伝

え る 。

終 わ りの あ い さっ をす る.
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8指 導 の結 果(単 元 を終 えて)

(1)内 容 選択 にっ い て

児 童7名 に共 通す る課題 か ら、単語 の読み 書 きを 中心 に、集 団 の活動 と個別 学習 を組み

合 わせ て指 導 を行 った.集 団 の活 動 にお い て も、個 々 の課題 を明確 に し、一 人一人 が 自分

の役割 を選 択 して 自主 的に授 業へ 参加す る よ う課題 設定 した.

児 童Bは 、本 人 に とって、簡単 な課題 か ら授 業 を進 め られ たた め、情緒 が 不安定 にな る

こ とが少 なか った。 声 かけ を必要 最小 限 にす る等 の教師 間の事 前打 ち合 わせや 、少 しずっ

課題 を レベル ア ップ して課題 を限定 した こ とも、情 緒 の安定 にっ なが った。特 にカ ー ドを

使 った役 割 の選 択 は、 児童Bが 予想 以 上 に執 着 を し、毎 回の役 割 ぎめ に意識 が高ま り、そ

の結 果 、授 業全 体 に も意識が 向か うこ とに もつ なが った。

児 童Bの 具体 的 な学習効果 と しては 、文 字 並べで 、間違 うこ とが あ って も、落 ち着 いて

直す 経験 を繰 り返す こ とで、文字 の順序 に も意識 が向 ける よ うにな り、 正 しく並べ られ る

よ うに なった。 また、 一一文字 ずつ のマ ス 目を意 識す るこ とで 、課題 で あ る長音 の 「う」や

「ん」 の入 った 単語 も、正確 に書 け るよ うにな った。 個別 学習 では 、助詞 に意識 を向け さ

せ た。 日常生活 にお い て も、 「～ が、」や 「～ を、 」な ど、助詞 を入 れ て話 をす るモ デル

を示す よ うに した。徐 々にだが、 自 ら意 識 して助詞 を使 うよ うにな って きて い る.

児童Cの 具 体 的 な学習効果 と しては、 一一文字 ご と読み仮名 が あ る とい うこ とに意識 が向

くよ うにな り、 ま とま りで しか読 めなか った 自分の名 前 も、一文 字ず っ気 をっ けて 、読 む

よ うにな った。 また 、 なぞ りで覚 えた文字 と、その字 の発 音が 、正確 に一致 す る よ うに も

な り、「あ」や 「い」、「め」、「ろ」、「ん」 な ど、10文 字程 度 は、 自 ら、読 ん だ り、書 いた

り、文字 カー ドを並べ た りで き るよ うにな った.

(2>環 境 の工夫 につ いて

集 団で の学 習活動 が成 立 した こ とか ら、今 回 σ)ような コの字型 の よ うな配嗣 は 、学習活

動 に適 した形 で あ った と考 え られ る。 ただ し、児童 が学 習活 動の見通 しをも ち、課題 に集

中で き る内容 で あ る とい う条件 もそ ろ うこ とが必 要で あ ろ う。 内容理 解 が進む とともに、

互 いの行 動 を見合 うこ とがで きる よ うにな った.落 ち着 か な くな る前 に援 助 をす る とい う

サ ブ教師 の役割 も有 効 であった。

後 半の個 別 の学習 課題 について は 、児童Cに 対 して個別 の学 習スペ ース を用 意 したが、

ブー スで仕 切 る よ うな学 習スペー ス を確保 す る とよ り効果 が あが るので はない か と考 え ら

れた。 この こ とは 、児童Cに 限 らず 、他 の児童 に とって も必要 な配慮 と考 え られ る。

(3)見 通 しを もたせ る工夫 について

児 童Bは 、授 業 内容 を大 き く変 えず に取 り組 んだ ことで、45分 間の見 通 しを もちなが

ら、課題 に向か うこ とが できた。

児 童Cは 、意識 が なか なか集 中せず 、外 を見 た り、下 を見 てい た りして いた が、カー ド

を使 い、視 覚的 に役割 の選択 を行 った こ とで 、意 識が授 業 に 向か うきっか け とな った。 ま

た、授 業 の流れ を、 大 き く変 更 しない こ とで 、授 業全 体 の見通 しを もつ こ とが で き、不 安

が らず に、 自信 を もって取 り組 む こ とが で き、集 中す る様 子がみ られ た.
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事例③ グルー プ皿の 自閉症(小 学校 ・心 身障 害学級)

1単 元 名 『秋 の 虫』 ～む し ・ムシ ・虫～

2単 元 の 目標

・擬態語 ・擬 声語 に興味 ・関心 を もち、文 字や音 声 に表す 活動 を楽 しむ。

〈国語 への 関心 ・意欲 ・態度 、言語 に つい ての知識 ・理解 ・技能 〉

・発 問 に対 し思 った こと、考 えた こ とを自分 の言葉 で発 表す る。 〈話 す ・聞 く能力 〉

・文や言 葉 を正 しく表記す るカ を高め る。<書 く能力>

3児 童 の実態

(1)概 要

3学 級23名 を二つ に分 けた うちの比較 的知的障 害 の軽 い11名 の学 習 グルー プで あ る。

自閉的傾 向の あ る児童 は4名(非 定形 型 自閉症1名 、 自閉症2名 、広 汎性 発達 障害1名)

で、知 的 レベ ル と しては、 中～軽 度 の遅滞 が見 られ る児 童 の集 団 で ある。 言 語 に よる表 出

の方 法 は様 々 であ るが、自閉的傾 向の あ る児童 も含 め 、自分 の気持 ちや意 思 を表現で き る。

発音 が不 明瞭で あ った り、発 音 と表記 す る音 が違 って いた りす る こ とのあ る児童 が多 い。

年度 当初 は一人 遊 びや独 り言 が多 か ったが、働 きか けが活 発 な児童 に促 され 、徐 々に 自

分か ら友 だ ちや 教師 に働 きか ける場面 も見 られ るよ うに なった。 時 には遊 びがエ スカ レー

トし言 い争い にな った り、一方 的 な働 きかけで トラブル になった りす る こ ともあ る。

(2)児 童 の実態 及び 個別指 導計画(5年 生)

児童Dの 他人 の 目が気 にな る と緊 張 して鼻な ら しをす るな どの様子 がみ られ る。 相手

実態 の意 図や そ の場 で なす べ き こ とを理解 す るには、声 か け等 が必要 で ある。

・友 だちや教 師 との関わ りの 中で、 自分 の気持 ちや 考 えを きちん と伝 え る。

児童Dの ・学習 時 、気持 ちや 姿勢 を安定 させ、 目や耳 を最 大 限には た らかせ 、指示 や働

重点課題 きかけ に対応 で き るよ うにな る。
・基礎 学力 の向上 を図 り、 身に付 けた こ とを活用 で きるよ うにす る。

教科名 目 標 手 だ て

・小学校中学年程度の漢字を習得す ・宿 題 、 毎 目の テ ス トで 、 正 し く書 く ・

る 。 読 む こ との定着 を図 る。

国 語 ・話 し言葉 の 中で使 える動詞 を増や ・日記 や作文 等 を続 け、絵や 実際 の動作

す と とも に 、置 換 え音(ダ ・ザ 行) を見た り音 を聞 い た り して言葉 に表す

の 改善 を図 る。 中で動 詞 の使 用や発 音 の定着 を図 る。
・発 問 を 理 解 し正 し く答 え る。 ・耳を最大 限働かせ る よ うに設問 に注 目

させ る。
・状 況 に応 じた言 葉(要 求や お願 い ・モ デル を示 し、命 令 口調 では ない表現

等)の バ リエ ー シ ョ ン を増 や す 。 に置 き換 え るよ うに促す。

算 数 以下省略

4研 究仮説 と教材 設定 につ いて

(1)内 容 選択

自閉症 の児 童 は、聴覚 に比 べ視覚 か らの情報 の理解 が優位 で あ る場 合 が多 い と言 われ

てい るが、今 回は、あ えて聴 覚 を活 用す る場面 を作 り、聞 き取 った音 、考 えた音 を衰 現、

表記 す るこ とを含 めた学 習内容 とした。総 合的 な学 習の時 間 を利 用 して の虫探 しで、 虫
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につい ての興 味 が高 ま って い る児 童が 多い。 児童Dは 、図書 の時 間等 で積極 的 に図鑑 を

見てお り、今 回登 場す る昆 虫の名 前 な ども知 ってい る状況 で あ るので 、聞 く ・話 す能力

を高め るこ とが期待 で き る と考 えた。

(2)環 境 の工夫

11人 とや や多 い人数 を対象 に してお り、 ともす る と教 師の声 かけ に注 目で きない 児童

が い るこ とも予想 され る。 そ こで、全 体 で の活 動 で はll人 全員 が視 野 に入 る よ うにす

る とともに、個別 の課 題 で は他 へ興 味 が移 らない よ う適切 な距離 を置 い た机 の配 置 と し

た。 また、T2の 教師が個々 に適切 な声か けを行い、授 業に集 中 させ てい きたい と考 えた。

(3)見 通 しを もたせ る工夫

グル ー プの 国語 の時 間に は、今 ま で も読 み 聞かせ 、 「教科 書作 り」(自 作 の教材 を一冊

の冊子 に し、 「教 科書 」 と名付 けて活 用す る)、 漢字 、順 番読 み 、課題 の プ リン ト等 を行

って きてお り、児 童 は、そ のパ ター ンに慣れ て きて いる。 そ の 中で、少 しず つ変化 をも

たせ るこ とに よって、 「あれ っ?」 「ちが うそ!」 と感 じる部 分 を設 け、児童 の意欲 を高

めてい きた い と考 えた。ま た、1時 間の学習 につ いて は、活動 内容 を始 め に短冊 に示 し、

見通 しをもたせ る よ うに した。

5評 価規準(D児)

国語 へ の 関 心 ・

意 欲 ・態 度

・教師 の提 示す る表 現 を楽 しみ 、友 だ ちの活動 にも興 味 を示 す。
・音 に注 目し、課題 に対 して表 現 しよ うとす る。

話す ・聞 く能力 ・教師や 友だ ちの声 に耳 を傾 け、音読 の箇所や 話 の内容 を聞 き取 る。
・友だ ちの言葉や既 成概念 に とらわれ ず、自分 の考 えを しっか り言 う。

書 く能力 ・MDか ら聞 こえた音 を 自分 な りに表 現 し、カ タカナ で 書 く。
・助詞 の使 い方 に も気 を付 け、 自分 の考 えを正 しく文 字 を表 記す る。

読む能力 ・友だ ちや教師 が読む の を しっか りと 目で 追 う。
・内容 を理解 し、間 の取 り方 、声の 大 き さ工夫 して音 読す る。

言語 について の
知識 ・理解 ・技

能

・擬態語 ・擬声 語 はカ タカナで表記 す る こ とを知 り、音 と表記 を一致

させ て書 く。漢 字 の読 み方 を正 しく表記す る。
・発問 に対 し、 自分 の考 えを素 直 に ・正 しく表 現す る。

6単 元の指導計 画(全10時 間)

時間 主な学習内容 具体的な活動 評価の観点

1 ① む し ・ム シ ・虫 劇 場 ・絵 カ ー ドやMDか ら聞 こ え る音 に注 目
関 ・意 ・態

～ ～教師 の提示 を楽 しむ～ し 、活 動 を楽 しむ 。 発 問 に答 え る。 聞 く ・話 す

3 ② 「教科書 」を作 ろ う(学 ・既 習事 項 を基 に、何 を どこにっ けれ ば
習用 の冊 子 を作 る) よいか考 えなが ら作 業す る。

4 ③漢字を覚えよう ・漢 字 の 読 み に つ い て 、 テ ス トや フ ラ ッ 知 ・理 ・技

～ シ ュ カ ー ドで正 し く答 え る。 書 く
6 ④カ タカナ で書 こ う ・何 と聞 こ え た か 自分 の 口で 確 認 し、 そ 関 ・意 ・態

～ 拗 音 ・搬 音 ・長 音 ～ の音 の とお りに表記す る。

7 ③本の読み ・友 だ ち が読 む 時 は文 字 を追 う、 読 む時 読む
～ に は伝 わ るよ うに工 夫 して 読む。 聞 く ・話 す

10 ④ 問題 に答 え よ う ・教 師 の声 か けに注 目 し、課題 を正確 に
とらえ、適 切 な応答 をす る。
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7展 開(7時 間/10時 間)

(1)本 時のね らい

・課題や 場 面、 聞き手 ・話 し手 の立場 を理解 し、意欲 的 に活動 に参加 す る。

・働 きか けや 発 問に対 し、 自分 の気持 ちや考 えを素 直に 、正 しく表 現す る。

・友 だち の言葉 に とらわれ ず、考 えた こ とを 自分 の言葉 で表現 す る。

(2)本 時の流 れ
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いつ も と違 う音 で あ る こ と
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発 問 し、 プ リン ト
に答 え を書 く。

【例 】スズ ムシは ど う
や って音 を出 してい

るので しょう?
ま とめ

今 日の授 業 が ど う
だ った か 振 り返 る。

終 わ りの 挨 拶
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8指 導 の結果(単 元を終 えて)

(1)内 容選択 につ いて

国語科 の 「聞 く ・話 す」 に関す る内容 に重点 を置い た授業 を行 った。 聞 くこ とにっ いて

は 、 自閉症 の児童 に とって比較 的難 しい課題 であ る と考 え られ て い るが、児 童Dは 、 内容

理解 や 音声 を文 字 に書 き取 る課題 に も取 り組 む こ とがで きた。 評価 規 準 を明 らか に した こ

とで、話す ・聞 く能 力 の うち、 どの よ うな力 を高 める必要 があ るか を、指導 者が 明確 に も

つ こ とが で き、 「おお むね満足 で きる」学習状 況 に至 った と考 え られ る。

その要 因 と して 、十分 な視 覚情 報 を与 えた り、繰 り返 して音読 を した りす るな ど、 内容

を確 実 に理解 させ る よ うに努 めな が ら、授 業 を展 開 した こ とが あ げ られ る。 具体 的 には、

児 童Dの 興 味 ・関心 の あ る 「虫」 につ いて取 り上 げ た こ と、 「オ リジナル の教 科書 」 と し

て、挿 絵や 吹 き出 しを活用 した教材 を児 童 に作 らせ た こ と、順番 読 みの徹底 を図 り文 章 を

目で追 わせ る こ とを積 み上 げてい った こ と等 の支援 が有効 で あった と思 われ る。

虫の声や 雷 の音等 を片仮名 で表 記す る場面 では 、当初 は 「雷 は ゴ ロゴロ」 といった既 成

概念 に 引きず られ て表記 して いた り、聞 き取 って声 に出 した もの と表 記 にず れ があ った り

してい たが 、繰 り返す ことによ って、 自分が 聞 き取 った とお りに表記 が で きる よ うにな っ

た。 このパ ター ンが定着 した ところで、 文章 には 出て こない他 の音 を聞 いて擬態語 を表 記

す る課題 も、 耳 を研 ぎ澄 ま して聞 こ うとし、正 しく片仮名 で表 記 で きる よ うにな った。

また 、順 番読 み の場 面で は、繰 り返 す こ とに よって、漢字 の習 熟 も図 られ 、大 きな声 で

はっ き りと声 に出 して読 む こ と ・それ を しっか り目で追 うこと ・自分 の番 が分 か り促 され

な くて も 自分 か ら次の箇所 を読 む こ と等 も短期 間 で上 達がみ られ た。 言語機 能 が身 に付 い

てい る 自閉症 の児童 に も、聴 覚刺 激 に対 して応 じるカ をもって い る とい う手応 えが感 じら

れ た。今 後 もその力 を最大 限引 き出せ るよ う、内容 選択 の工夫 に当た りたい。

(2)環 境 の工夫 につ いて

後 半 のプ リン ト学習 に移 る場 面で は、 グルー プ を分 け、個 々へ の課題 追 究 を図 った方 が

よい と考 え られ た ので 、単元 の後 半 は、課題 に応 じて グルー プ の人数 を減 ら した り、指 導

者 に一層集 中で きる環境 を作 る等 の改 善 を行 った。 その結果 、教 師 の意 図す る働 きか け を

受 け とめ、ふ さわ しい応 答 がで きる よ うにな るな ど、成果 ・成 長が 見 られ た。

(3)見 通 しを もたせ る工夫 につ いて

授 業 開始 時 に本 時の活動 内容 を提示 した こ とに よって、児童 が何 をす るのかの見 通 しを

もっ こ とがで きた。 児童 の集 中力 を考 える と、一っ一 っの項 目の時間 を短縮 し、課題 を容

易 に し、す ぐにで きる、自分 でで き る とい う気持 ちを もたせ た りす る配慮 が必 要で あった。

また 、学 習 内容 の定着 の背景 に は、教 師の指示 ・支援 によ る配慮 が大 き く、一つ 一つ の

課題 に教師 の支 援 が必要 で あった。 自閉症 の児童 に とって、真 に 「見通 しを もつ ことがで

きる」 と言 えるの は、教 師の支援 が な く とも、連続 す る活動 を 自 ら進 めて いけ る よ うにす

る こ とで あ る。 見通 しを もたせ る配慮 をす るには 、 「児 童 に とって の導線 」 を明 らか にす

る必 要が あ るこ とを再確認 した。 言語機 能 が身 に付 いてい る児 童 は、特 に、 自 らが 導線 を

把握 で き るよ うに、教師 の指 示や支援 を徐 々に減 ら してい くこ とにっい て検 討す るこ とが、

課題 で あ る。
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事 例① ～③ の実践授 業 の分析

三 つの授 業研 究 の結果 、仮 説 を次 の よ うに分析 した。

(Dグ ルー プ1(知 的 障害養護 学校小 学部 重度 ・重複 学級 の事例)

〈児童の実態 と課題 〉 教材 に注 目した り集 中して活動す ることが課題 のグループ。児童Aは 、

離席が 目立ち、教室の後 ろで寝ていた り活動の様子 を見た りしていた。 歌遊び など、簡単な動作

の模倣が見 られ、課題 の見通 しが もてれば集団参加 ができ ると考 え られ た。

内

容

選

択

環

境

の

工

夫

見

通

し

授業の 嵐央 ・配慮 ㌦(意図駒 な取組 》

・児童が興味 と関心を もちやすい題材 を選択

・単純で繰 り返 しの絵本のス トー リーを選択

・拡大 コピーで絵本 を紙芝居 の形 にす る。

・せ りふは、分 か りやす くリズム感を大切 に し

なが ら必要 に応 じて言葉 を換 える。

・簡単な歌 を取 り入 れた楽 しい雰囲気作 り

・児童 が選 択 でき る場面やお互 い にや りと りす

る場面 の設定

・教材 に注 口 し集 中 して 取 り組 め る よ うな配 置

の 工夫(児 童 の座 る位 置 、教 師 が補 助 す る場

所 、教 師 と児 童 との 距離 を配 慮).

・カー テ ン な どで 空 間 を仕 切 り
、 活 動 の 目的 を

は っ き りさせ る。

・活 動 の流 れ を単 純 な もの に し
、 単 元 の 中で 、

同 じ流 れ に す る(紙 芝居 の 読 み 聞 かせ と、 絵

と文字 カ ー ドを選 ん で 、動 作 遊 び)。

・前単 元 と同様 の活 動 が で き る よ うにす る。

・授 業 の 始 ま り と終 わ りの歌 を活 用

実践授業の成肇 ◇蘇題 ㌧

・内容 選択 につ いて 、児 童 の興 味 ・関心

や発 達段 階 を考 慮す る こ と、 また、繰

り返 しや 動作遊 び の よ うな活動 も取 り

入れ る等 の工夫 に よ り 課題 に集 中す

るよ うにな り、離席 も減って くる。

・せ りふの変 更や 歌 に よっ て リズム感 が

で き.発 声や発語の増加 にっ なが る.

◆国語 の段 階表 に応 じた評価 規 準 の作成

・活 動 揚 所 が 明 確 に な る と 、教 材 に 注 目

し、 気持 ち を学 習 に向 け られ る。

◆椅 子 の位 置 をマ ー カ ー な どで示 した り、

肘 掛 け椅 子 を 使 う と な ど 、 離 席 しな

い よ うに な る工 夫 を さ らに考 え る.

・授 業 の 始 ま り と終 わ りを 意 識 させ 、 自

分 で 椅 子 の 準 備 や 片 付 け を で き る よ う

に な る と 、1時 間 の 学 習 の 見 通 しを も

っ こ とがで きる。

◆見 通 しを もたせ る カー ド等 の 工 夫

(2)グ ルー プ[(知 的障 害養 護 学校小 学部 普通学級 の事 例)

〈児 童 の実 態 と課 題 〉平仮 名 を読 む こ とが で き ない 児 童 か ら、 日記 を書 いて発 表 で き る児 童 まで

発 達段 階 の個 人 差 が 大 き い学 級 集 団 。児 童Bは 、 単 語 の 読 み 書 き がで き るが 不正 確 で あ る。 自分

の 要 求 は単 語 で伝 える が 、質 問 に対 して は答 え なか った り、パ ニ ック に なっ た りす る こ とも多 い

な ど情 緒 の 安 定 が難 しく、 コ ミュニ ケー シ ョン 面 で の課 題 が 大 きい。

.拭《 授業の工夫 ・配慮(慧 図的な取組)

内

容

選

択

・一 斉 指 導 の 共通 課 題 を精 選 し、 個 々 の課 題 に

迫 る指 導 と組 み合 わ せ る。 個 別 の課 題 は 、 簡

単 な課題 か ら少 しず つ レベ ル ア ップす る。

・カ ー ドを使 い、 視 覚 的 な形 で 提 示 す る.

・一 文字 ず っ に意 識 が 向 くよ う文 字 並 べ の 内容

を設 定す る。 また 、助 詞 の指 導 を行 う。

・白分 の 意 思 を表 出 した り 自主 的 に授 業 に 参 加
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譲賎授業の離集 や誤題

・個 別 の課 題 を 的 確 に 設 定 し、 無 理 の な

い よ うに 定 着 を 図 る こ と に よ り、 情 緒

の安 定 が 図れ る,

・カ ー ドや 文 字 並 べ の 学 習 な ど 、 視 覚 的

な 手 掛 か りを使 う こ とに よ っ て 、 文 字

と発 音 の 一致 の 学 習 が積 み 上 が る。

・役 割 の 選 択 に よ り、 グル ー プ 学 習 で も



環

境

の

工

夫

見

通

し

す る場面 を設定す る(役 割の選択)。

・Tlが 一 人 一 人 に か か わ りや す く、T2も 個

別 指 導 に 当た れ るよ うな コの 字 型 の机 配置

・児童 個 別 の対 応(集 中 で き ない 児 童 は 正 面)

・窓 や ドア を締 めて 必 要 の ない 音 を遮 断

・ス ライ ド式 ホ ワ イ トボ ー ドを使 い 必 要 な教 材

だ け提 示す る。

・単 元 設 定 期 問 を長 く し、授 業 内容 を 大 き く変

えず 、授 業 の流 れ は パ ター ン化 す る。

・児 童 の 役 割 を設 定 し、 自分 で選 択 させ 惹,

・個 別 の 課題 は 、同 じもの に繰 り返 し取 り組 み、

徐 々 にス テ ップ ア ップす る。

課 題 に集 中 して 取 り組 む こ とが で き る。

・必 要 な 教 材 だ け に集 中で き る よ うに す

る と、 学習 に取 り組 み やす くな る。

・T1 、T2の 役 割 分 担 や 事 前 打 ち 合 わ

せ に よ り、児 童 の 安 定 が 図れ る.

◆ 個 別 課 題 に お け るT1、T2の 役 割 や

机 の 配 置 に つ い て 、 さ らな る工 夫 を。

・授業 の流 れ を ある程度 一 定 に しな が ら

ステ ップア ップす る ことが有 効である。

◆課題が早 く終わ る子への手だての工夫

(課 題 の複 数提 示 と、 終 わ った ときの

賞賛 σ)与え方等)

(3)グ ルー プ皿(小 学校知 的障 害学級 の事例)

〈児童の実態 と課題 〉軽 ～中度 の発 達遅滞の あるグループで、一対一で は、 自分の気持 ちや意思

を言語で表す こ とはで きる。 児童Dは 、他 人の 目が気 になると緊張 して鼻 な らしをす ることがみ

られ る。友達や先生 とのかかわ りの 中で、気持ちや考 えをきちん と伝 えた り、学習時には気持 ち

や 姿勢を安定 させ 周囲か らの働 きかけに対応 できるよ うになることが重 点課題であ る.

・児 童 に興 味 の 高 い題 材 を選 択

・視覚 に働 きか け、興 味 関心 をひ き つ け る題 材

の選 択(虫 の 画 像 、ペ ー プ サ ー ト、 カ ラー の

写真 入 りオ リジナル 教 科 書)。

・聴 覚 を働 か せ な い と課 題解 決 で き な い よ うな

課 題 設 定(MDか ら聞 こえ て く るム シ の鳴 き

声 、雷 や 雨の 音 、教 師 の雷葉 に よ る発 問等)

・児 童全員 が視野 に入 るよ うな机の配置や 距離

・他 へ興 味が移 らない ような環境 の整備(刺 激

の精選)

・端 に机 を配置 し、注 目しやすい工夫

・T1の 個人へ の直接 的な働 きかけ、T2の 適

切な声かけな どの連携 に工夫

・授 業パ ター ン を作 る(読 み 聞 かせ → 教科 書 作

り→ 漢 字 → 順 番 読 み→ 課 題 プ リン ト)。

・パ ター ン に少 しず つ 変化 をお りまぜ て い く。

・授 業 開 始 時 に 、 本 時 の活 動 内容 をカ ー ドな ど

で 示 し、授 業 の 中で順 次 、は ず して い く。

実践授業の成巖

・自閉症 に とって苦 手 と言 われ る聞 く活

動 も、視覚的な教材 等で工夫 をす れば、

課題 に課 題 に応 じられ る よ うに な る。

聴 覚 を使 い 白分 な りに 思考 で きる こ と

は、国語 の学力向上につながる。

◆話 の流れ を聞 く 話 の意 図 をっ かむ な

どの指導 の在 り方 につ いて の検 討

・児童の注意 をよ り集中 させ るた めには、

カーテ ンを 閉めた り ドア を しめるな ど

雑音を遮 断す る配慮が大切 である。

◆一斉学 習 とグル ー プ学 習 を場面 に応 じ

て効果 的に組み合わせ ること

・パ ター ンを作 り繰 り返す ことに よ り習

熟 が図れ 、集 団で の学 び合 い も可 能 に

なる。

◆連続 した活動 が、教 師 の指 示 な しで も

で き るよ う 「児 童 に とって の導 線 」

を確 か にす る必要 が あ る。
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VI研 究 の 成 果 と課 題

1研 究の成 果

本研 究 で は、昨年 度の 実績 を踏 ま え 「自閉症 の児 童 ・生 徒 に対 して、① 内容 選択 、②環

境 の 工夫 、③ 見通 しを もたせ る工夫 にっ いて配 慮す るこ とに よって 、学=習内容 の 定着 が図

られ る」とい う仮 説 に基づ き、国語科 の指 導につ い て事 例 を通 して研 究 開発 を進 めて きた。

さらに、 自閉症 の 「障害 の程度 、言 語機 能の程 度 」 によ って、そ の配慮 を どの よ うに変 え

てい くか につ いて も明 らか に した。

(1)研 究仮説 につ いて

本研 究で は、 コ ミュニ ケー シ ョン面 で課題 のあ る 自閉症 の児童 ・生 徒 に確 かな学力 を

身 に付 け させ るた めに、 そ の特性 に応 じた指 導 内容 ・方法 につ いて研 究 開発 を行 った も

ので ある。自閉症 の グル ープ を コ ミュニ ケー シ ョンの能力 に応 じて 、三つ の段 階 に分 け、

実 践授業 を行 いな が ら、検討 を重 ねた。

事 例①(グ ル ー プ1)で は、 「教師 の読 む絵本 を楽 しみ 、教師 の 指示 理解 をす る」 と

い う課題 に、絵 本 を興味 をもっ てみ るこ とが で き、教師 の働 きか けに対 して正 しく対応

す る こ とがで きた。 事例②(グ ル ー プH)で は 、 「文字(平 仮名)の 獲 得」 とい う課題

に 、文字 と発 音 が一 致 でき る よ うに な った。事 例③(グ ル ー プ皿)で は、 「聞 い て答 え

た り、自分 な りの言葉 で表現 した りす る」とい う課 題 に対 して、発 問 に的確 に答 えた り、

自分 が発 音 した通 りに表 記す るこ とがで きる よ うにな った な ど、それ ぞ れ の児 童 ・生徒

が主体 的 に授 業 に参加 し、学 習 目標 が達 成 できた こ とが示 され 、仮説 が 有効 であ った と

言 え る。これ らの研 究仮 説 に基づ く授業研 究 の 中で 、一定 の成 果 が得 られ た背景 と して、

以下 の点が有 効 であ った と考 え られ る。

① 国語科の内容 を踏ま え、単元の 目標 と児童 ・生徒 の個別 の評価規準 を明確 に した こ と。

② 児 童 ・生徒 に とって 学習 しや す い内容選 択や 配列 の配慮 が あった こ と。

③ 環 境 の工夫 ・見通 しをもたせ る工夫に よ り、課 題 に集 中で きる よ うに なった こ と。

特 に、児 童 ・生徒 に とっての 「学び の導線 」 を考 えてい くこ とが、学 習 の定着 には大

きい要 素で あ るこ と。

この よ うな配 慮は 、実際 の現場 で 、 自閉症 以外 の児童 ・生徒 へ も有効 で あ るこ とが手

ごた え として感 じ られ た。授 業 改善 の視 点 と して、考 えて い く価値 が高 い と思われ る。

(2)障 害の程 度 、言語機 能の程 度 によ る工夫 ・配 慮の 在 り方 に ついて

本研 究 では 、障害 の程 度 、言語機 能 の程度 に よ り工 夫や配慮 す る点 の違 いに着 目 し、

その違 いに よ り3事 例 に分 けて授 業分析 を行 っ た。 この事 に よ り、 自閉症 の児童 ・生徒

への対 応 を、 よ り具体 的 に示 す こ とがで きた。

「見通 しを もたせ る工夫」 では、事例①(グ ル ー プ1)の 場合 、 「一っ の活動 を短 く、

同 じ学 習 パ ター ン を繰 り返 して 体験 的 に学 習の流 れ を理解 で き る よ うにす る こ と」、事

例②(グ ルー プll)で は、 「授 業の 流れ をパ ター ン化 し単元 の期 間 も長 く設 定す る こ と

有効 で あ るこ と」、事例③(グ ルー プ皿)で は、 「授業 のパ ター ンを作 る こ とに加 えて 、

少 しずつ変 化や 意外性 も織 り交ぜ 、発 展 させ て い く」 とあ る。 どの グル ー プで も始 め は

授業 をパ ター ン化す るこ とは共 通 してい るが、言 語機 能に 困難 が あ る場 合 は、そ のパ タ
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一 ンを大 切に しなが ら国語科 の 内容 を定着 させ る指導 が重要 で あ り
、反対 に言語機 能 が

身 に付 いて い る場合 は、 自分 で学 習 の展 開に対応 で きる よ うにパ ター ンを徐 々に減 らす

展 開 も必要 で あ るな ど、言語機 能 の程度 に よって その展 開方 法 は異 な ってい る。

「環 境 の工夫 」 では、 どの グル ー プで も余計 な刺激 を遮 断す る とい うことや 、児童 ・

生 徒 の活動 場所 を明確 にす るこ とは共 通 して い る。 しか しグルー プ皿で は、集 中で き る

環 境 を準備 しっつ 、徐 々にそ ういっ た工夫 を減 ら してい くこ とも大切 で あ る ことが 明 ら

か にな った。

障害 の程 度 ・言語機 能 の程度 に合 わせ て工夫や 配慮 を行 っ た こ とで、情 緒 の安 定 が図

られ 、落 ち着 い て授 業 に参加 で き る よ うに なった り、意欲 的 に活動 が で きる よ うにな っ

た りした こ とが 、事 例 を通 して 示 され てい る。 自閉症 の個 々 の児 童 ・生徒 の 「言 語機 能

の程度 ・障害 の程度 」 にあわせ た適 切 な支援 が必要 であ る こ とが再確 認 で きた。 この こ

とは、知 的障 害養護 学校や 心身 障害 学級 のみ な らず 、通常 の小 学校 ・中学校 に在 籍 す る

自閉症(高 機 能 自閉症 を含 む)の 児 童 ・生徒 に対す る指導 を行 う上 で も、参考 にな ると

考 え られ るので 、言 語機能 の程 度の把 握 を よ り細か く行い な が ら、検 証 を してい く必 要

が あ る と思 われ る。

2今 後の課 題

(1)今 後 の 自閉症教 育

これ ま で述 べ て きた よ うに 自閉症の 指導 にお いて は、その 障害 の特性 に応 じた工夫 ・配

慮 を行 うこ とに よって、教 科等 の学習 内容 の定着 に効果 が あが るこ とが分 かっ た。さらに、

障害 の程 度 、言 語機能 の程度 に よって 工夫や 配慮 に違 いが あ るこ とも示 され た。 これ らの

違 い を踏 ま えた指 導 を行 うこ とで 、一層 、個 に応 じた指 導 がで き る と考 え る。

現在 、知 的障 害教 育で は、 さま ざま な障 害や 教 育ニー ズの あ る児 童 ・生徒 が 、同一 の学

級 や学 習 グル ー プ に所 属 してい る。 よ り効果 的 な指 導 を行 って い くため に、柔軟 な グル ー

プ編 成 、学習 形態 、個別 の課題 へ の工夫 な どについ て も検討 す る必要 が ある。

(2>将 来 の社会 参加 ・自立 にむ けて

知的 障害教 育 にお いて は、将来 の生活 を見据 えた指導 が必 要で あ る。 自閉症 の児 童 ・生

徒 につ いて も、 将来 の生活場 面 におい て身 に付 けたカが発 揮 で き るよ うに、家庭や進 路先

にお いて環境 の 工夫や 見通 しが もて る工夫等 が応用 で き るこ とが あ る。 これ らの ことを、

「個 別 の教育 支援 計画 」 に反 映 させ 、児 童 ・生徒 が獲得 した力 につ い て、情 報 を共 有 し、

工夫 や配 慮 を引 き継 い でい く必 要が あ る。

(3)専 門性 の 向上

学習 指導 要 領 の 内容や 指導 の系 統 を十分 に理 解 し、 そ の上 で 自閉症 の 障害や 言語 機能

の程度 に応 じて適 切 な 内容 を選択 して指導 す る資 質が 、 自閉症 の教 育 に携 わ るすべ て の

教 師 に求 め られ る。 自閉症の 教科 指導 は 、成 果 が 見 えに くく、 指導 の妥 当性 も評価 しに

くい部 分 もあ る。 校 内組織 を活用 した り、必要 に応 じて専 門家 と連 携 した りしな が ら、

指導 法の改 善 に努 め、 自閉症 の教 育 の専門性 を高 めてい く必要 が あ る。
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